
地域と大学等との連携強化のあり方について

＜京都府地域共創大学連携会議の設置目的＞
少子化による18歳人口の減少に伴い、大学進学者数が減少局面に入る中で、大学・学生のまちの強みに磨き

をかけ、これを最大限に活かしながら、まちの魅力を高める取組を進めるとともに、大学の「知」と学生の
「力」を結集し、「あたたかい京都づくり」をめざして、そのあたたかさの源泉となる京都の未来の活力づく
りを進める。

大学等の機能強化（質の高い学修環境
の整備等）による人材の育成
（→大学の魅力向上）

地域と大学等との連携強化

府・大学等を取り巻く
環境の変化

地域課題の解決
→ 京都の成長のエンジンへ

・18歳人口の減少
・Society5.0
・人生100年時代 等

本日は、分野を絞らず、
① 京都府や市町村等が抱える課題全般（子育て環境の向上、安心安全なまちづくり、地域活性化等）
② 企業が抱える課題（商品化、マーケティング等）及び
→ これらの地域課題の解決を進めていくための大学等連携や人材育成（機能強化）

について、これらの大学等との連携事業に係る府補助事業と合わせて、広く意見交換

資料２

＜府（地域）と大学等との連携強化による地域課題の解決に向けた課題＞
・自治体等と大学・教員とのマッチング・コーディネート機能がないこと
・大学等と地域、企業の連携に係る窓口の一本化
・地域の抱える課題や地域産業のニーズの把握と提供



京都府・大学等を取り巻く状況・課題について

府内学生数

大学生・大学院生 163,312人

短期大学生 3,224人

合計 166,536人

卒業後

24.5%

大学生の

府内出身者割合

入学者 36,426人

◆京都府は人口当たり学生数が日本一の大学のまち。ただし、毎年その約８割は府外から入学し、府内出身者の府
内進学率は約５割。

◆京都府からの人口転出は、進学・就職・転居等により大学卒業後１０年以上をかけて順次流出する。

【出典】○令和３年学校基本調査（文部科学省）
○令和３年度住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（総務省）

【出典】○令和３年住民基本台帳人口移動報告（総務省）
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都道府県別大学進学者収容力



都道府県内進学率（％）

【出典】○令和３年学校基本調査（文部科学省）



大学進学者数等の将来推計について
H30.2.21中央教育審議会大学
分科会将来構想部会（第13
回）資料2より



定員充足率

大学入学者数 629,733人大学入学定員 603,303人定員充足率 104.4％

全国 京都府

定員充足率の推移について

定員充足率

大学入学者数 33,783人大学入学定員 32,736人定員充足率 103.2％

H30.2.21中央教育審議会大学
分科会将来構想部会（第13
回）資料2を加工

2017年

定員充足率

大学入学者数 506,005人大学入学定員 603,303人定員充足率 83.9％

全国 京都府

定員充足率

大学入学者数 26,287人大学入学定員 32,736人定員充足率 80.3％

2040年(推計)

◆18歳人口の減少等による学生数の減少が見込まれる中、持続可能な大学・学生
のまちの実現のため、まちの強みに磨きをかけ、これを最大限に活かしながら、
各大学の魅力やまちの魅力を高めていくための大学等の機能強化が必要

※2017年から入学定員が変化しない前提の定員充足率

定員充足率

大学入学者数 537,345人大学入学定員 547,404人定員充足率 98.2％

全国 京都府

定員充足率

大学入学者数 31,409人大学入学定員 32,091人定員充足率 97.9％

2021年(私立大学・短期大学のみ)



リカレント教育が求められる背景
R3.7.27職業実践力育成プログラ
ム（BP)実施大学向けリカレント
教育に関する説明会資料より



DX化が求められる背景 R4.5.10教育未来創造会議
資料３より
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